
 

 

 

 

 

 

   「その子を思う」こと 
置賜教育事務所長  半田 和彦 

 

 

「先生！楽しくお話している時に申し訳ありませんが、食事を時間内に食べること 

がこの子の課題なんです。」 

特別支援学級合同の宿泊研修に参加したときのことである。熱心に話しかけてもら

えることが嬉しくて自分はおしゃべりをしながら食べていたが、その生徒は食事がほ

とんど進んでいないことに、私は気づかなかった。 

他校の先生の一言に、引率代表である我が身の思慮の浅さを恥じるとともに、その

子を思う先生の細やかな配慮とプロ意識を強く感じた。 

 

また、ある時のこと。難聴学級の教室から、「聞こえたふりをしてはいけません。わ

からないときは聞き返して！」と毅然と指導する先生の声が耳に入った。「なぜ、あえ

て厳しい言葉を？」と思ったが、後でその先生が語ってくれた言葉が忘れられない。 

「思春期を迎えて、あの子がみんなと同じように振る舞いたい気持ちはよくわかり

ます。でも、この子が社会に出て自立していく時に、『わからなかったので、もう一度

お願いします』と素直に言えるかどうか。それは、この子の幸せに関わる大きな課題

なんです。」 

厳しくも温かかった先生への感謝の言葉を残し、その生徒は巣立っていった。 

 

この４月、障害者差別解消法が施行された。「合理的な配慮」が話題になるが、この

ことは、従前から学校でも大事にされてきたことと思う。 

しかしながらこの機会に改めて考えたいことは、専門性や愛情を基盤とした「その

子を思う」ことの確かさである。それが保護者との合意形成の素となろう。置賜管内

の特別支援学級の設置校は、複式学級をもつ規模を除けば、今年度、小学校では約９

５％、中学校では１００％に達している。 

 

 

置賜教育事務所では、本県の教育施策に係る置賜管内の情報をお知らせし、各学校における

教育活動に役立てていただけるよう、今年度も「情報おきたま」を発行していきます。置賜教

育事務所のホームページにも掲載しておりますので、適宜ご活用ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

置賜教育事務所（置賜総合支庁西置賜地域振興局５階） 

◇住所 長井市高野町２－３－１ 

◇電話 ０２３８－８８－８２４０ 

◇ＦＡＸ ０２３８－８４－５７００ 

①担当教科  

②担当市町  

③担当業務  

指導主事 丸川 利英 

①外国語・外国語活動､特活､国語  

②飯豊町  

③高校入選  

学校給食  

教科書業務等  

 

エリアSSW 向田 俊一 

 

③すくすくダイヤル 

いじめ解決支援 

等 

指導主事 落合 篤 

①道徳、算数･数学  

②小国町  

③学力向上  

探究型推進  

事務所研修等  

青少年指導担当 

      武田 恭一 

③不審者対応  

訓練、薬物  

乱用防止 

教室 等 

指導主事 渡部美千恵 

①国語、音楽  

②長井市  

③特別支援教育  

各種相談業務  

幼児教育等  

 

  

 

指導主事 後藤 潤一 

①算数・数学、生活・総合 

②白鷹町  

③教育課程  

経験者研修  

県センター研修等  

 

指導主事 沼尻 貴行 

①体育・保健体育、算数・数学 

②南陽市 

③学校体育 

情報教育 

学社連合等 

 

主任指導主事 船山 恒 

①全般 

②米沢市 

③指導課業務全般  

の指導 

副所長 

（兼）指導課長 

堀 裕一 

 

指導主事 土田 知良 

①社会、技術・家庭、国語  

②高畠町 

③生徒指導 

教育相談 

いじめ対策等  

 

各学校には、リニューアルした「おきたまの

教育（28 年度版 学校教育指導の重点）」リー

フレットを全教職員分お配りしております。 

リーフレットには、「授業を中核に、生きぬ

く力をはぐくむ」おきたまの教育の一層の充実

に向けて、各学校・先生方と共に取り組んでい

きたいことをまとめております。ぜひ先生方の

お手元に置いて、各校の経営や校内研究、授業

づくりや集団づくり等、様々な場面においてご

活用下さい。 

指導主事 平賀 正和 

①理科、図工･美術、算数･数学  

②川西町  

③初任者研修  

学校保健  

学校安全等  

 


